
貸金業制度に関するプロジェクト・チーム事務局会議でのプレゼンテーション 
 

平成 22 年 2 月 4 日（木）10：30～於、金融庁 
小林 節（慶大教授・弁護士） 

「改正法の施行中止を」 
 
１．本来的に、大衆ひいては政治家の支持を得られない貸金業 
   多数派は借りない語らない（「借金は恥じ」の文化） 
   借りて語る少数派には「安ければ安いほど良い」取引：そこに合理性はない 
 
２．このままでは、業界（表のマーケット）は壊滅する 
   闇金の跋扈（この辺に自然のバランスがあるのかも。しかし、消滅させるべし。） 
   破産の増加（予防されるべし。） 
 
３．社会の安全弁として不可欠な貸金業 
   本質的に銀行にも公にも馴染まないビジネス 
 
４．残すつもりなら、適正金利と「過払い」の遮断を 
 
５．機能していない監督官庁 
   目的と手段の齟齬 
   不可解な Code71 問題の決着 
   「証拠」を要求する思考停止 
 
６．目指すべきは多重債務の予防と業界の存続 
   両立は可能 
   処罰感情と強欲 
 
７．立法府と司法府の関係 
   「判例」の過大視と三権分立の機能停止 
 
８．理性的な報道の必要性 
   「傍目八目」であるべし 








